
赤阪正純 (htt低グnupri Web.fc2.com) 体積の基礎 (3)

ly=ο・ と″軸,″ =0お よび ″=1で 囲ま |

| れた部分について,次の体積を求めよ     |

1(1)″ 軸の周 りに回転させてできる立体    |

|(2)υ 軸の周 りに回転させてできる立体    |

考え方

図の斜線部分を回転

させるわけです 回転
軸に垂直なlElで切って

考えよう

(2)は まともに計算してもできますが,「全体か

ら弓|く 」という手法をとる方が良いでしょう

C)(1)
図の斜線部を回転さ

せてできる微小区間の

体積は

πυ
2× α″

よって ,
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(2)

右図の斜線部を回転

させてできる立体を考

図の大線の大きな円

柱から,図 の点線部分

の立体を引いたものだ

から,
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定積分π
」1タ
ノ グυの計算方法としては,そ のま

まυで積分をする方法と″で置換積分する方法と

があります どちらも紹介しておきます なお,″
で置換積分する場合は積分区間も変更になることを

忘れないようにしよう

そのままυで積分する場合

υ =〆 よりαυ =
ο″α″_
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以上より,求める体積 yυ は

7υ =οπ一 (οπ-2π)=2π
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赤阪正純 (htt●グnupri web fc2 com) 体積の基礎 (4)

以上より,求める体積 1/υ は

アυ=οπ― (aπ -2π)=2π

■

以上,2通 りの方法で計算しましたがあまり大差

はないようです (若干,そのままυで積分したほう

が楽やったかなあって感じ)

いずれにしても確実な計算力が必要です. しっか

りと計算できるようにしておこう

次は非常に間違いの多い重要問題です

考え方 図の斜線部

分を回転 させ ます 回

転軸に垂直な面で切っ

て考えますが,断面の

様子をしっか り区別 し

よう

(1)も (2)も 同じ微小区間を回転させるのです

が,(1)の場合 ,″ 軸のまわ りに回転 したときは ,

穴の開いた ドーナツ状 (外側の半径が yで内側の半

径が 1)に なり,

(2)の場合,υ =1の 周 りに回転したときは穴の

開いていない円板 (半径 υ-1)に なります

それぞれの断面積の求め方に注意しよう

0

(1)

図の斜線部を″軸の

まわりに回転させると,

外側の半径がυ,内側の

半径が 1の環ができる

ので,こ の微小区間の

体積は

π(υ
2_12)× α″

よって ,
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(2)

図の斜線部を υ=1
のまわ りに回転させる

と,半径 υ-1の 円板
ができるので,こ の微

小区間の体積は

π(υ
_1)2× ご″

よって ,
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